
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成25年６月1日現在

人　口　12,746人（△18）　男　6,112人（△11）

世　帯　 5,579戸（ 2）　女　6,634人（△ 7）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp
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愛育委員会・栄養改善協議会の活動
愛育委員、栄養委員は、健康づくり活動を推進している地域のボランティア組織です。
◆愛育委員：167人　　◆栄養委員：49人
私たちはこんな活動をしています。

●いきいきプロジェクト事業

●親子料理教室　　栄養委員、愛育委員、学校、保護者と連携した活動です。

●がん検診普及啓発活動

●生活習慣病予防

８月号から栄養委員による旬の野菜料理や愛育委員の支部活動を掲載
していきますので、楽しみにしてくださいね。

自分自身・家族のために
検診受けてくださいね。

普段しっかり噛めているかな？
しっかり噛むといいこといっぱい
あるよ！

包丁怖いけど楽しい
早く食べたいな

夏野菜たっぷりお好み焼き

りんごの切り方は
　こんな感じで・・・

自分で料理を作らないといけなく
なった時に役立つ料理教室です。

野菜は１日どれくらい
食べていますか？
３５０ｇ？

広 報

2013

vol.105
７７
vol.105

主な記事
・P02～特集：定住促進
・P06～まちの話題
・P10～役場からのお知らせ
・P14～インフォメーション　など 【主基田お田植え祭り】

す き でん
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■特　集 ■特　集

特
集
定
住
促
進

　

現
在
進
ん
で
い
る
人
口
の
減
少
は
、
町
民

生
活
の
活
力
の
低
下
を
招
く
ば
か
り
で
な

く
、
地
域
経
済
や
町
財
政
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
状
況
は
年
々

深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
存
立
に
関
わ
る
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
地
域
も
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
優
れ
た
立
地
環
境
や
豊
か
な

地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
取
り
組
み

や
、
現
に
生
活
し
て
い
る
皆
様
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
町
外
の
人
々
も
ひ
き
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
積
極
的
な
施
策
の
展
開
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
各
分
野
に
分
か
れ
て
い
た
定
住

化
促
進
施
策
を
一
本
化
し
、
専
門
的
に
取
り

組
む
「
定
住
促
進
課
」
を
本
年
４
月
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

定
住
促
進
課
で
は
、
就
職
や
結
婚
支
援
、

企
業
誘
致
と
い
っ
た
定
住
の
動
機
付
け
に
効

果
の
期
待
で
き
る
施
策
を
行
い
、
吉
備
中
央

町
に
住
ん
で
い
る
方
が
「
ず
っ
と
吉
備
中
央

町
に
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
施
策
を
今

定住化につながるさまざまな施策を推進します
　定住促進課の主な業務内容は次のとおりです

以
上
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職

や
田
舎
暮
ら
し
志
向
の
高
ま
り
等

を
踏
ま
え
、
移
住
に
関
す
る
相
談

や
空
き
家
情
報
の
収
集
・
提
供
、

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に

向
け
た
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
移
住
希
望
者
の
方
が
「
吉

備
中
央
町
に
住
ん
で
み
た
い
」
と

思
え
る
魅
力
あ
る
情
報
を
積
極
的

に
発
信
し
ま
す
。
そ
し
て
、
人
口

の
流
出
・
減
少
を
抑
制
し
つ
つ
、

新
た
な
人
口
増
加
を
は
か
る
べ
く

次
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

○町外からの定住推進事業……………………………………………………………
　●移住体験ツアーの実施
　　�　県外からの移住希望者等を対象に、実際に吉備中央町に来ていただき、宿泊体験を実施します。
　　�　自然や歴史、移住者・地域住民との交流や生活体験談などを見聞きする機会を提供することで、地域

との相互理解を深め、不安を解消し「吉備中央町に住んでみたい」と思えるような「移住体験ツアー」
を実施し、定住の促進を図ります。

　●定住フェアへの参加
　　�　岡山県主催により東京・大阪で実施される「おかやま交流・

定住フェア」及び「おかやま晴れの国ぐらしセミナー＆相談会」
に参加し、移住先として岡山に興味を持っている方に対して、
吉備中央町での暮らしの魅力を幅広く発信するとともに、総
合的な相談の場を提供します。

○結婚支援事業…………………………………………………………………………
　　�　少子化は、町全体の活力の低下や地域コミュニティー存続の危機を招いており、その要因の一つとさ

れる未婚化・晩婚化は、もはや家族や個人だけの問題ではなく、行政課題としてますます重要になって
います。そこで、少子化の解消に向けた最重要課題として捉え、出会いの機会が少ない独身男女の出会い、
結婚を積極的に支援し人口増加を図ります。

　町では、独身男女の結婚活動を積極的に支援します。
　本気で結婚をお考えの方に、様々な出会いの場を提供していきます。
　本人でもご家族の方でも結構ですのでご相談ください。
　ご相談いただきますと、カップリングパーティ参加者募集などの情報を随時お知らせさせていた
だきますので、ぜひご活用ください。

【電話】定住促進課　☎０８６７－３４－１１１６

婚活希望者募集！

○空き家バンク制度……………………………………………………………………
　　�　町には、県内外の新規就農者や定住を希望する人などから住まいについて多くの問い合わせがありま

す。そこで、空き家バンクを開設し、空き家の情報収集と利用希望者への情報提供を行っています。こ
の制度の運用にあたっては、ただ単に定住を促進し人を増やすのではなく、地域を支え地域に必要な人
材確保を考えています。地域を守り続けるという視点で情報提供をお願いします。

空き家
所有者

空き家を
「売りたい人」
「貸したい人」

利用希望者

空き家を
「買いたい人」
「借りたい人」

①空き家の登録募集

③空き家の確認 ⑤空き家の利用申請

⑥利用申込者情報連絡

②空き家登録申請

④空き家情報提供

⑥所有者情報連絡

⑦交渉・契約

空
き
家
バ
ン
ク

　※�町は、情報の提供や必要な連絡調整等を行いますが、所有者と利用希望者間で行う物件の売買、賃貸借
に関する交渉、契約等に関しての仲介等は一切行いません。

【パソコン・スマートフォンから】
　http://www.town.kibichuo.lg.jp/?page_id=488
※�お問い合わせフォームが開き

ますので、返信用のメールア
ドレス、お名前、表題に「婚活
希望」、内容に住所・お名前・
連絡先電話番号をご記入の上、
送信してください。

【携帯電話等から】
　teijyu@town.kibichuo.lg.jp
※�表題に「婚活希望」、内容

に住所・お名前・連絡先
電話番号をご記入の上、
送信してください。



広報きびちゅうおう  2013. ７月号 45 広報きびちゅうおう  2013. ７月号

■特　集 ■特　集

○企業誘致………………………………………………………………………………
　　�　町内には雇用の場が少ないことから、若者が就労の場所を求

めて町外に出ていってしまうケースが多いことが人口減少の一
因となっています。そこで、雇用の場の確保に重要な企業誘致
を展開し、新規立地企業に対する優遇措置や既存企業の増設等
を支援、地元雇用の奨励とその支援を行います。また、岡山県
大阪事務所に町職員１名を派遣し、県と連携を図りながら早期
に新たな企業の誘致を目指します。

　　　現在、町内の企業誘致が可能な団地は吉備高原都市産業区内に４区画（面積4.5ha）が残っています。

○雇用対策事業…………………………………………………………………………
　　�　公共職業安定所などの関係機関との連携のもと、求人情報冊子の配布や情報提供、各種相談、地元事

業所との情報交換などを通じて、地元就職の促進を図ります。
　　�　また、町と中国労働金庫が契約を締結し、１年以上町内に居住する労働者に対しての一時的な融資を

行っています。申込については、中国労働金庫が窓口となります。

　以上が定住促進課の業務の概略です。５名の職員で一生懸命取り組んでいきます。ご提案・ご意見等
がありましたらお気軽に定住促進課までお願いします。

【お問い合わせ先】
　定住促進課（加茂川庁舎）　☎０８６７－３４－１１１６　　　０８６７－３４－０４０１FAX

○夢のある町定住奨励金事業…………………………………………………………
　町への定住を促進し、町の担い手の確保を図ることにより、豊かで活力のあるまちづくりに寄与すること
を目的として、以下の奨励金等を交付します。

　●住宅取得奨励金……本町内に定住するため、自ら居住するための住宅を取得した方
　●就 業 奨 励 金……新規学卒者で、本町に定住の意志を持って就職した方
　●Ｕターン奨励金……本町に定住の意志を持ってＵターンした方
　●Ⅰターン奨励金……本町に定住の意志を持ってⅠターンした方
　●結　婚　祝　金……本町に定住の意志を持って婚姻した方
　※詳細については、以下のとおりです。

奨励金名 金　額　等 交付対象要件等

住宅取得奨励金 対象住宅の固定資産税相当額（上限
10万円／年。対象住宅が岡山県又
は町が販売する吉備高原都市もしく
はハートフルタウンの分譲地にある
場合は上限12万円／年）

・延床面積が50平方メートル以上あること
・併用住宅の場合は、住居部分面積が２分の１以上あ
ること

・共有名義の場合、申請者の持分（連名申請は、合計
持分割合）が２分の１以上あること

・最初に賦課された年の１月１日において50歳以下
・中古物件等の取得も対象となります
・交付期間は、固定資産税が申請者に対し最初に賦課
された年度を含め５年間です。

・申請期限（認定申請）は最初に賦課された年の１月
１日から２年間で、交付申請は毎年度８月末まで

※対象とならない場合
・同居親族、姻族からの購入等の場合
・過去に住宅取得奨励金の交付を受けている場合
・公共工事等により、住宅移転に係る補償等がされて
いる場合等

就 業 奨 励 金 ・50,000 円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

・卒業後初めて町内又は通勤可能な町外の事業所等に
就業していること
・申請年度の４月１日現在において30歳以下
・申請期限は事業所等へ就業した日から２年間

Ｕターン奨励金 ・50,000 円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

・町内又は通勤可能な町外の事業所等に就業している
こと
・転勤等による一時的な転入や婚姻等のために転入し
た場合は対象となりません
・申請年度の４月１日現在において50歳以下
・申請期限は転入の日から２年間

Ｉターン奨励金 ・50,000 円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

結 婚 祝 金 ・50,000 円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

・夫婦双方とも過去に町から結婚祝金の交付を受けて
いないこと
・夫婦双方とも申請年度の４月１日現在において45
歳以下
・申請期限は婚姻の日から２年間

○上記要件を満たした場合であっても、申請者が属する世帯で町税及び町納付金に滞納がある場合等は定住奨
励金を交付することができません。また、過去において吉備中央町定住促進条例の規定による、同種の定住
奨励金の交付を受けている場合についても交付することができません。
○就業奨励金、Ｕターン奨励金、Ｉターン奨励金はいずれか１度のみの交付となります。
○上記奨励金によっては、重複しての交付が可能な場合もあります。
○詳細については、吉備中央町夢のある町定住促進条例、同施行規則によります。

○ハートフルタウン販売促進事業……………………………………………………
　●�町が整備したハートフルタウンについて、パンフレッ

トや広報紙、専用ホームページなどを活用し、分譲地
の販売促進とＰＲに積極的に取り組みます。
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竹
荘
中
学
校
が
子
ど
も
の

読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
子
ど
も
が

積
極
的
に
読
書
を
行
う
意
欲

を
高
め
る
活
動
に
つ
い
て
、

特
色
の
あ
る
優
れ
た
実
践
を

行
っ
て
い
る
学
校
、
図
書
館

な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
校
で
は
、
毎
月
図
書
委

員
が
テ
ー
マ
を
決
め
、
推
薦
図
書
の
展
示
や
掲
示
物
の
作
成

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
５
月
に
は
、
平
和
特
集
と
題
し
て
、

関
連
図
書
の
選
定
を
行
い
、
本
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
朝
授
業
前
に
全
生
徒
が
一
斉
に
10
分
間
読
書
に

取
り
組
む
朝
読
書
を
実
施
し
た
り
、「
人
権
」
を
テ
ー
マ
に

選
定
さ
れ
た
本
を
、
全
学
級
で
道
徳
の
時
間
に
読
ん
で
、
そ

の
コ
メ
ン
ト
を
人
権
集
会
で
発
表
し
た
り
す
る
な
ど
、
学
校

全
体
で
読
書
を
推
進

す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動

が
図
書
館
で
の
貸
出

冊
数
の
増
加
や
、
本

を
通
じ
て
の
交
流
の

場
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
、
上
竹
荘
保
育
園
花
ま

つ
り
が
大
村
寺
本
堂
（
上
竹
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
お
釈
迦
様
の
誕

生
に
ち
な
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
と
、
地
域
住
民
の
交
流

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
、
上
竹
荘
保
育
園
園
児
28

名
と
納
地
老
人
ク
ラ
ブ
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
西
山
宗し

ゅ
う

弘こ
う

住
職
か
ら
「
元
気
で
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
思
い
を
込
め
て

お
祈
り
し
て
く
だ
さ
い
」と
お
話
が
あ
り
、参
加
し
た
園
児
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
花
で
飾
ら
れ
御
堂
に

ま
つ
ら
れ
て
い
る
誕
生
仏
に
柄ひ

杓し
ゃ
く

で
甘
茶
を
か
け
て
手
を
あ

わ
せ
、
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
ボ
ー
ル
投
げ
や
ぬ
り
絵
な
ど
を

行
い
、
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
園
児
た
ち
が
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
に
元
気
な
声
で

歌
を
披
露
し
た
り
、
肩
た
た
き
を
し
た
り
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

竹
荘
中
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

�

受
賞（
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
）

決
意
を
新
た
に
入
団

（
吉
備
中
央
町
消
防
団
新
入
団
員
任
命
式
）

自
治
組
織
代
表
者
会
議
開
催

　

4
月
20
日
、吉
備
高
原
都
市
内
の
き
び
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

平
成
25
年
度
自
治
組
織
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
住
民
会
長
、
区
長
、
町
議
会
議
員
１
４
５
名
の

参
加
が
あ
り
、
冒
頭
で
は
山
本
町
長
か
ら
今
後
の
行
政
運
営

の
課
題
と
協
力
依
頼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
務
課
長
、
岡
田
副
町
長
、
津
島
教
育
長
に
よ

る
主
要
事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
無
病
息
災
を
祈
願

　

４
月
14
日
、
吉
備
高
原

小
学
校
運
動
場
で
、
吉
備

中
央
町
消
防
団
新
入
団
員

任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
11
名
の
新
入

団
員
を
代
表
し
て
吉
川
分

団
第
１
部
の
河か

わ

内う
ち

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
が
「
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
か

ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、

水
火
災
ま
た
は
地
震
等
の

災
害
を
防
除
し
、
民
主
的
か
つ
能
率
的
に
活
動
す
る
責
任
を

深
く
自
覚
し
公
正
に
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま

す
」
と
宣
誓
。
金か

な

森も
り

義よ
し

美み

団
長
か
ら
「
火
災
現
場
等
で
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
先
輩
の
指
導
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

現
場
で
活
動
で
き
る
消
防
団
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了

後
に
は
、
新
入
団
員

訓
練
と
幹
部
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
30
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
樋ひ

口ぐ
ち

榮さ
か
え

さ
ん
（
上
加

茂
）
に
５
月
２
日
、
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記
念
品
、
祝
金
な
ど

が
、
岡
山
県
、
吉
備
中
央
町
、
社
会
福
祉
法
人
吉
備
中
央
町

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

榮
さ
ん
は
、
御
津
郡
江
与
味
村
（
現
在
の
吉
備
中
央
町
粟

井
谷
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
23
年
に
ご
結
婚
、
農
業

で
生
計
を
た
て
な
が
ら
３
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し

た
。

　

現
在
は
ご
自
宅
で
、
好
き
な
字
や
絵
を
描
い
て
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
と
、「
酒
の
肴
を
つ
ま

み
な
が
ら
晩
酌
を
す
る
こ
と
」
と
話
さ
れ
、「
も
う
ひ
と
花

咲
か
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
元
気
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
、
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

暴
力
団
等
の
排
除
に
関
す
る

�

合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た

　

５
月
８
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
「
町
事
務

事
業
か
ら
の
暴
力
団
等
排
除
に
か
か
る
合
意
書
」
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
印
式
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
に
「
岡
山
県
暴
力

団
排
除
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
同
年
９
月
22
日
に
は
「
吉
備

中
央
町
暴
力
団
排
除
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て

吉
備
中
央
町
と
岡
山
北
警
察
署
と
の
間
で
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

今
回
の
合
意
書
に
は
、
町
が
発
注
す
る
公
共
事
業
及
び
公

の
施
設
か
ら
の
暴
力
団
等
の
排
除
措
置
を
講
じ
る
た
め
、
暴

力
団
員
等
に
該
当
す
る
か
の
照
会
や
暴
力
団
排
除
に
関
す
る

支
援
等
、
町
と
警
察
と
の
相
互
協
力
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
連
携
・
協
力
を
よ
り
一
層
図
り
、
町
事
務
事
業

か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
安
全
・
安
心
に
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

５
月
19
日
、
岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
に
あ
る
岡
山
県
消
防
学

校
で
、
第
60
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
県
下
の
地
区
大

会
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
23
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
吉
備
中
央
町

か
ら
は
、
御
北
分
団
が
町
の
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し�

た
。

　

御
北
分
団
は
、
３
月
10
日
に
行
わ
れ
た
吉
備
中
央
町
消
防

団
操
法
訓
練
大
会
で
優
勝
さ
れ
、
そ
の
後
約
２
カ
月
に
わ
た

り
訓
練
を
重
ね
、
県
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
惜
し
く
も
入
賞

は
逃
し
ま
し
た
が
、
代
表
と
し
て
堂
々
と
し
た
操
法
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

［
出
場
選
手（
敬
称
略
）］

　

指　

揮　

者　
　

岸き
し

本も
と　

秀ひ
で

樹き

（
尾
原
）

　

１　

番　

員　
　

金か
な

森も
り　

雅ま
さ

弘ひ
ろ

（
豊
岡
上
）

　

２　

番　

員　
　

吾ご

浦う
ら　

彰あ
き

洋ひ
ろ

（
円
城
）

　

３　

番　

員　
　

坂さ
か

上う
え　

加か

のの

夫お

（
尾
原
）

　

吸
管
補
助
員　
　

香か

山や
ま　

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

（
豊
岡
上
）

長
年
の
功
績
に
よ
り
受
賞

�

（
岡
山
県
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
表
彰
）

　

平
成
25
年
度
岡
山
県
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連
盟
表
彰
で
、
吉
備

中
央
町
で
は
４
名
の
方
が
個
人
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
は
「
友
情
（Friendship

）、
秩

序
（O

rder

）、
奉
仕
（Service

）」
の
精
神
と
、
実
行
力

の
あ
る
社
会
に
役
立
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
長
年
に
わ
た
り
団
員
の
健
全
育
成
や
豊
か
な
地
域

づ
く
り
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

な
お
、受
賞
者
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

詐
欺
被
害
の
未
然
防
止
へ
向
け
て

�

協
定
を
締
結

第
２
回
町
長
杯

�

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

５
月
21
日
、
高
齢
者
の
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
を
防
ご
う

と
、
岡
山
北
警
察
署
、
吉
備
中
央
町
、
社
会
福
祉
法
人
吉
備

中
央
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
新
た
に
被
害
防
止
協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
な
り
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
狙
う
悪
質
な
詐
欺
行
為
の
手
口
は
、
近
年
の
社

会
の
状
勢
や
景
気
の
変
動
に
よ
り
巧
妙
化
し
て
お
り
、
被
害

の
件
数
・
被
害
額
も
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
締
結
さ
れ
た
協
定
で
は
、被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

振
り
込
め
詐
欺
に
関
す
る
情
報
や
、
町
内
の
高
齢
者
の
状
況

を
三
者
で
共
有
す
る
こ
と
な
ど
の
６
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

調
印
式
に
参
加
し
た
関
係
者
全
員
が
、
吉
備
中
央
町
か
ら

詐
欺
の
被
害
を
無
く
そ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し�

た
。

　

５
月
23
日
、
吉
備
中
央
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に

よ
る
、
第
２
回
町
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
か

も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
１
７
４
名
が
参

加
。
開
会
式
で
は
本
大
会
の
参
加
者
で
、
今
年
満
90
歳
を
迎

え
ら
れ
た
松ま

つ

井い

正ま
さ

壽と
し

さ
ん
（
豊
野
）
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
プ
レ
ー
が
開
始
さ
れ
る
と
、
参
加
し
た
選
手
た
ち

は
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　

な
お
、上
位
３
名
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

優　

勝　

樋ひ

口ぐ
ち　

久ひ
さ

郎お

（
上
加
茂
）

　

第
２
位　

福ふ
く

島し
ま　

友と
も

義よ
し

（
下
土
井
）

　

第
３
位　

橋は
し

本も
と　

知と
も

彦ひ
こ

（
細
田
）

園
児
と
高
校
生
が
川
遊
び
で
交
流

　

５
月
23
日
、
豊
岡
川
で
２
つ
の
幼
稚
園
と
吉
備
高
原
学
園

高
等
学
校
と
の
川
遊
び
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
津
賀
及
び
吉
備
高
原
幼
稚
園
が
合
同
で

開
催
し
て
い
た
幼
稚
園
行
事
に
、
吉
備
高
原
学
園
高
校
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
の
生
徒
が
授
業
の
一
環
と
し
て
参
加

し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
年
長
園
児
７
名
、
高
校
生
７
名
が
参
加
。
最
初

に
吉
備
高
原
幼
稚
園
の
能の

勢せ

先
生
か
ら
川
遊
び
に
つ
い
て
の

注
意
点
の
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
園
児
た
ち
は
高
校
生
の
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
手
を
繋
い
で
川
に
入
り
ま
し
た
。

　

晴
天
の
も
と
園
児
た
ち
は
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
カ
ニ
な

ど
を
見
つ
け
る
と
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

髙た
か

杉す
ぎ

正た
だ
し

さ
ん
（
北
）
が

旭き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

（
地
方
自
治

功
労
）
を
受
章
さ
れ
、
５

月
23
日
、
町
長
室
に
お
い

て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
章
は
、
長
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
振
興
と

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
た
方
に
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

髙
杉
さ
ん
は
昭
和
46
年

２
月
、
賀
陽
町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
58
年

２
月
ま
で
、
３
期
12
年
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
議
員
と
し
て
の
良
識
と
愛
町
精
神
を
も
っ
て
豊
か

な
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

鈴
すず
木
き
繁
しげ
秋
あき
（豊岡上・御北・15年表彰）石

いし
坂
ざか
浩
こう
二
じ
（上野・津賀・15年表彰）

日
ひ
名
な
信
のぶ
孝
たか
（美原・津賀・15年表彰）山

やま
本
もと
明
あき
男
お
（加茂市場・御北・５年表彰）
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

７
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ７月19日（金）午前９時～正午

会場 吉川公民館 ハートオブ
おかやま会館

相談 行政相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

７
月
２
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

７
月
16
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
25
年
７
月
４
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

�

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
ら

保
険
料
免
除
制
度
・

�

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま�

す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料

が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
困

難
な
場
合
に
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
７
月
～
平
成
26
年
６
月
分
の
免

除
申
請
は
、
平
成
25
年
７
月
１
日
㈪
か
ら
受

付
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
７
月
中
に
申
請
す
る
場
合
は
、

平
成
24
年
７
月
～
平
成
25
年
６
月
分
ま
で
の

期
間
（
前
一
年
間
分
）
に
つ
い
て
も
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

前
一
年
間
分
の
免
除
申
請
を
併
せ
て
行
う

場
合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

７
月
は「
社
会
を
明
る
く

�

す
る
運
動
」強
調
月
間
で
す

��

わ
た
し
た
ち
の
町
だ
か
ら

�

み
ん
な
で
築
こ
う
明
る
い
社
会
　

　
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
社

会
」
の
実
現
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
人
々
の
願

い
で
す
。

　

法
務
省
で
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
理

解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
毎
年
７
月

を
強
調
月
間
と
し
て
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
①
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
。
②
犯
罪
や
非
行
に

陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う
。
③

地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
よ

う
。
を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

吉
備
中
央
町
保
護
司
会
で
も
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」の
一
環
と
し
て
、ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、「
標
語
パ
ネ
ル
」
協
賛
の
お
願
い
、

「
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
応
募
を
小
中
学

校
へ
依
頼
、
町
内
街
頭
宣
伝
活
動
・
広
報
車

で
の
町
内
巡
回
な
ど
を
行
い
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
社
会
づ
く
り
を
広
く
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

吉　

備　

中　

央　

町

�

吉
備
中
央
町
保
護
司
会

　
ご
活
用
く
だ
さ
い

「
緑
の
募
金
緑
化
事
業
」に
よ
る

�

苗
木
の
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

実
施
し
ま
し
た
「
緑
化
募
金
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
末
現
在
で
７
７
８
，０
６
２
円
を
募

金
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
国
内
外
の
森
林
整
備
・
緑

化
推
進
活
動
に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
町
へ

配
分
さ
れ
地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
で
公
民
館
・
ご
み
収
集
場

所
・
道
沿
い
等
の
環
境
美
化
や
整
備
な
ど
を

行
わ
れ
る
場
合
、
サ
ク
ラ
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
の

苗
木
を
配
布
し
ま
す
。
苗
木
を
希
望
さ
れ
る

団
体
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
平
成
25
年
８

月
９
日
㈮
ま
で
に

農
林
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
必
ず
し

も
希
望
本
数
ど
お

り
配
布
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課　

林
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

　吉備中央町では、新成人の門出を祝う成人式を次のとおり開催します。
　対象は、平成５年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた町内
に住民登録されている方、ならびに吉備中央町の出身で町外に転出され
ている方です。
　当日は、式典のあと記念行事もあります。記念行事は、新成人の心に
残るものになるよう、代表で組織された実行委員会が企画・運営します。
　お誘い合わせのうえ多数のご参加をお待ちしています。

　吉備中央町では、平成26年１月12日に開催する成人式（記念行事）を企画・
運営していただく実行委員を募集します。募集内容は、下記のとおりです。
　一生に一度しかない20歳の記念の式。その自分たちの成人式を自分たちの手
で創り上げてみませんか？きっと生涯の思い出になります！

【対　　象】新成人（平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ）の人
【内　　容】・数回開催予定の実行委員会に参加
　　　　　　・交歓会の企画、立案
　　　　　　・式典での誓いの言葉朗読
　　　　　　・その他
【募集人数】10名程度（町内各中学校卒業者から２名程度）
【募集期限】平成25年７月31日（水）
【お問い合わせ先】〒716－1241　吉備中央町吉川４８６０－６
　　　　　　　　　吉備中央町教育委員会　生涯学習班
　　　　　　　　　☎０８６６－５６－９１９１
　　　　　　　　　　０８６６－５６－９３９３

開催日時　平成26年１月12日（日）
　　　　　午前10時～午後１時30分
開催場所　吉備中央町吉川４８６０－６
　　　　　きびプラザ３階大ホール
参加申込　�町内に住民登録している方には11月中に案内状を送付

しますので、同封のはがきで出欠をお知らせください。
　　　　　�また、現在、町外に住民登録されている方で参加を希

望される場合は、町教育委員会事務局へご連絡ください。

成人式実行委員募集のお知らせ

　吉備中央町「成人式」の開催についてお知らせ
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【後期高齢者医療】
被保険者証および限度額適用・標準負担額減額認定証の更新について
７月下旬に新しい被保険者証を送付いたします。
現在お持ちの被保険者証および限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限は平成25年７月31日です。

　保険証の更新
　後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）は毎年
８月で更新されますので、７月下旬に新しい被保険
者証を送付いたします。８月以降に医療機関などで
受診される際には、必ず新しい被保険者証を窓口に
提示してください。

　一部負担金の割合の見直し
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合
は、所得区分に応じて決まります。所得区分は前年
の所得により毎年判定し見直しをするため、新しい
被保険者証では、割合が変更されている場合があり
ます。
　【一部負担金の割合】

　減額認定証の更新
　所得区分が低所得者ⅡまたはⅠの被保険者の人が
入院される際に、申請により交付される後期高齢者
医療限度額適用・標準負担額減額認定証（減額認定
証）を医療機関などに提示することで、窓口で支払
う入院代は自己負担限度額までとなり、１食あたり
の食事代も減額されます。
　現在、減額認定証をお持ちで、８月以降も所得区
分が低所得者ⅡまたはⅠとなる場合には、新しい減
額認定証を保険証に同封し、７月下旬に送付いたし
ます。
　ただし、世帯内に所得の未申告者がいる場合や、
長期入院をされた人については申告または申請が必
要となります。

現 役 並 み 所 得 者 … ３ 割
一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ … １ 割

＊新しい被保険者証はみどり色です。

  【お問い合わせ先】　 保健課  医療保険班　 　　　　☎ 0866-54-1326 
岡山県後期高齢者医療広域連合　☎ 086-245-0090

＊認定証の色（ピンク色）は変わりません。

山地災害の危険信号を見逃さないために
山地災害が起こる場合、山の斜面や川の流れをよく観察してみると、
多くの場合、事前に危険信号と思われる変化がキャッチできます。

例えば…

このほかにも
　・川がにごり、立木が混ざりはじめた→上流で山くずれが発生？
　・雨が降り続いているのに川の水位が下がった→�山くずれが川の水をせき止め、はん濫の

危険が…
　・いつもは澄んでいる沢の水がにごった→上流の沢の山くずれが原因？
　・地鳴りの音が聞こえた→山くずれのサイン？
もしも、危険を感じたら…

　昨年は、７月の豪雨により、農地など甚大な被害が発生しました。
　普段から周辺の山を自分の目で確認して、異変に備えておきま
しょう。
　また、家族や地域ぐるみで山くずれのおそれがある場所や避難
場所について確認をしておきましょう。
　もし、いつもと違う状況を見かけたときは、災害を未然に防ぐ
ため、建設課へ連絡をお願いします。

【避難先・危険個所についてのお問い合わせ先】
　　総務課�行政班　☎0866－54－1313　�建設課�農林土木班　☎0866－54－1319
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せ
ら
知
お
の
ら
か
館
民
公

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

豊
野
公
民
館

�
☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

毎
月
10
日
は
「
岡
山
県
統
一

�

ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」で
す

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

お
知
ら
せ

◎
長
田
な
つ
か
し
の
歌
を
楽
し
も
う
ク
ラ
ブ

　
～
御
北
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
！
～

　

■
日
時
／
６
月
26
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

■
場
所
／
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

■
受
講
料
／
５
０
０
円

　

■
持
参
品
／
な
し

　

■
申
込
締
切
／�

当
日
参
加
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

◎�

に
こ
に
こ
体
操
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集
！

　

肩
、
腰
、
膝
痛
に
お
す
す
め
の
優
し
い
健

康
体
操
で
す
。

　

農
作
業
で
使
っ
た
筋
肉
を
、
し
っ
か
り
ほ

ぐ
し
ま
せ
ん
か
？

◎
豊
野
地
区
球
技
大
会

　

■
日
時
／
６
月
30
日
㈰

　

■
競
技
種
目

　

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）

　
　

場
所
／
竹
荘
中
学
校　

運
動
場

　
　

開
会
／
午
前
８
時
30
分

　

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

　
　

場
所
／
竹
荘
中
学
校
体
育
館

　
　

開
会
／
午
前
８
時
30
分

　

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
一
般
）

　
　

場
所
／
豊
野
小
学
校　

運
動
場

　
　

開
会
／
午
前
９
時

　

※�

雨
天
の
場
合
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

☆�

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
ょ
う
！

　

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

◎�

さ
わ
や
か
ク
ッ
キ
ン
グ「
旬
・
夏
野
菜
で

元
気
な
夏
」
～
生
活
習
慣
病
予
防
：
夏
野

菜
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
～

　

■
日
時
／
７
月
30
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

■
場
所
／
津
賀
公
民
館

　

■
材
料
代
／
５
０
０
円

　

■
持
参
品
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
ふ
き

　

■
申
込
〆
切
／
７
月
22
日
㈪

　

■
日
時
／
７
月
11
日
㈭　

19
時
～
20
時

　
　
（
毎
月
第
１
木
曜
日〈
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
〉）

　

■
受
講
料
／
毎
回
５
０
０
円

　

■
持
参
品
／�

飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
屋
内

シ
ュ
ー
ズ
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま

た
は
バ
ス
タ
オ
ル

　

■
場
所
／
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
納

涼
花
火
大
会
」県
庁
へ
身
体
に

障
害
が
あ
る
方
を
ご
招
待

　

県
で
は
、
家
庭
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
す

た
め
、
店
舗
、
消
費
者
・
環
境
団
体
や
市
町

村
と
協
力
し
て
、
毎
月
10
日
を
「
岡
山
県
統

一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
と
定
め
、
買
い
物
の

際
に
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ

持
参
」
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
ご
み
減
量
や
地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
な
が
る
レ
ジ
袋
の
削
減
に
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
環
境
文
化
部
循
環
型
社
会
推
進
課

　

資
源
循
環
推
進
班

�
☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
０
６

　

県
で
は
、
岡
山
市
内
で
開
催
さ
れ
る
「
お

か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会
」
当

日
、
車
い
す
使
用
の
身
体
に
障
害
が
あ
る
方

を
県
庁
舎
へ
招
待
し
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
３
日
㈯

■
場
所
／
県
庁
９
階
大
会
議
室

■�

対
象
／
県
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
車
い
す
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
、
30
人
（
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
）

■
申
込
／
所
定
の
応
募
用
紙
・
電
子
申
請
で

■
期
間
／
７
月
16
日
㈫
ま
で

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
障
害
福
祉
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
６
２

　

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

先
の
大
戦
で
父
等
を
国
に
捧
げ
た
戦
没
者
の

遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
眠
る
地
に
赴

き
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の

方
々
と
の
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

○
参
加
費　

９
万
円

○
参
加
資
格　

戦
没
者
の
遺
児

○
実
施
地
域　
（
広
域
地
域
）
中
国
（
一
次
）

（
二
次
）、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
西

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ベ
ト
ナ

ム
（
一
次
）、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
一
次
）（
二
次
）、

ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
（
一

次
）（
二
次
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
（
二

次
）、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
旧
ソ
連

（
特
定
地
域
）マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
、ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

（
実
施
期
間
は
地
域
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

【
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

一
般
財
団
法
人
岡
山
県
遺
族
連
盟

�

☎
０
８
６

－

２
７
１

－

７
１
７
５

　

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
事
務
局

�

☎
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

�

強
化
週
間
実
施
の
お
知
ら
せ

　

法
務
省
の
人
権
擁
護

機
関
（
法
務
局
・
人
権

擁
護
委
員
）
は
、
子
ど

も
た
ち
の
人
権
を
守
る

た
め
の
相
談
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
全
国
一

斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

を
６
月
24
日
㈪
か
ら
６
月
30
日
㈰
ま
で
の
７

日
間
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、学
校
で
の
「
い
じ
め
」「
体

罰
」、家
庭
や
施
設
な
ど
で
の「
暴
行
・
虐
待
」、

親
か
ら
面
倒
を
見
て
も
ら
え
な
い
と
い
っ
た

相
談
を
受
付
け
ま
す
。

【
相
談
受
付
時
間
】

・
６
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で
。

・
６
月
29
日
㈯
・
６
月
30
日
㈰

�

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　

電
話
番
号（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

�

☎
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

7月号

出会いの
月号

扉
2013年 ７月の休館日

１日　８日
15日　21日
22日　29日

＜一般書＞　�
　マイクルは、８歳のとき
の衝撃的な体験から生還
した「奇跡の少年」。しか
しその体験がトラウマとな
り声を失う。高校生のと
き、ある出来事から金庫破
りの才能を見出され、命じ
られるままに仕事をこなし
悪事に加担するようになる�
が…。2013年「このミステ
リーがすごい！」海外編１
位！� （ロマン高原かよう）

＜児童書＞　�
　北海道中

なかしべつちょう

標津町で牧場を
営む三友盛行さんと牛たち
の暮らしをあたたかい写真
で紹介。牛の乳は本来子牛
を育てるためのもの。それ
を分けてもらうために、三
友さんは牛たちが気持ちよ
くすごせることを一番に心
がけている。『農家になろ
う』シリーズは全５巻入っ
ています。
� （かもがわ）

『解錠師』
スティーヴ・ハミルトン／著
越前�敏弥／訳　早川書房

『農家になろう１　　
　　　乳牛とともに』

みやこうせい／写真　農文協

★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　11日（木）かもがわ図書館
　　　25日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後２時50分
　　　20日（土）ロマン高原かよう図書館

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

メルリック デヴィッド･マッキー／光村教育図書 か

からすのおかしやさん かこさとし／偕成社 か

たこやきかぞく にしもとやすこ／講談社 ロ

これはちいさな本 レイン･スミス／ＢＬ出版 ロ

児　

童　

書

きょうりゅうかぶしきがいしゃ 冨田京一／ほるぷ出版 か

チャーシューの月 村中季衣／小峰書店 か

名探偵コナン　漆黒の追跡者 水稀しま／小学館 ロ

わたしがボディガード�事件ファイル 福田隆浩／講談社 ロ

一
般
実
用
書

池上彰のやさしい経済学１・２ 池上彰／日本経済新聞社 か

13歳からの家事のきほん46 アントラム栢木利美／海竜社 か

新幹線お掃除の天使たち 遠藤功／あさ出版 ロ

不思議で美しい石の図鑑 山田英春／創元社 ロ

一
般
読
み
物

いっしん虎徹 山本兼一／文藝春秋 か

閃光スクランブル 加藤シゲアキ／メディアワークス か

銀二貫 髙田郁／幻冬舎 ロ

神様からの宿題 山本育海ほか／ポプラ社 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
7月 出 演 レインボーさん

司書が選ぶ

この一冊

★ぬいぐるみお泊り会

　日時：7月20日（土）　午後５時から
　場所：ロマン高原かよう図書館
　受付開始：７月２日（火）より
　参加：ぬいぐるみ先着20名さま

　大好きなぬいぐるみを、図書館に
　お泊りさせちゃおう！
　�♪こどもたちの想像力をかきた
　　てるゆかいなイベントです！

★おとなとこどもの朗読会「こわいはなし」

　日時：８月３日（土）
　【１部】　午後２時から
　　　　「おしいれのぼうけん」
　　　　「じごくのそうべえ」
　【２部】　午後２時45分から
　　　　「小泉八雲の世界」
　場所：ロマン高原かよう総合会館�多目的ホール

＊詳しくは、チラシをご覧ください

夏休みのイベント今
年
も
…

図
書
館
よ
う
こ
そ
券 

あ
る
よ

多
重
債
務【
無
料
】

�

法
律
相
談
会
開
催
　

　

頼
り
に
な
る
弁
護
士
。
司
法
書
士
が
多
重

債
務
問
題
の
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

　

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

主
催
／�

岡
山
県
・
岡
山
弁
護
士
会
・
岡
山
県

司
法
書
士
会

日
時
／
７
月
20
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場
／
倉
敷
市
羽
島
１
０
８
３

　
　
　

岡
山
県
備
中
県
民
局

　
　
　
（
会
議
棟
１
階
会
議
室
）

　

多
重
債
務
に
陥
っ
た
ら
一
刻
も
早
く
相
談

を・�

努
力
し
て
も
借
金
を
返
せ
な
い
状
況
に

陥
っ
た
ら
、
返
済
の
た
め
に
新
た
に
借
金

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・�

一
刻
も
早
く
多
重
債
務
の
相
談
窓
口
に
連

絡
し
て
、
法
律
専
門
家
（
弁
護
士
・
司
法

書
士
）
の
支
援
を
得
て
解
決
策
を
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
４
６

税
務
職
員
募
集
募　

集

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
採
用
試
験
の
募
集
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

　

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
、
是

非
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
受
験
資
格
〕

１�

．
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
（
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
卒

業
し
た
者
が
該
当
す
る
。）
及
び
平
成
26

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
卒
業
見
込
の
者

２�

．
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者

〔
試
験
の
程
度
〕

○
高
等
学
校
卒
業
程
度

〔
受
験
申
込
方
法
〕

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　
（�http://w

w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

）

○
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込

　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き
な
い

場
合
は
、
第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人

事
院
地
方
事
務
局
に
郵
送
ま
た
は
持
参
に

よ
る
申
込
書
を
提
出

※�

採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験
を
全
国
の

ど
こ
の
試
験
地
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

〔
受
験
申
込
受
付
期
間
〕

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　

�

平
成
25
年
６
月
24
日
㈪
午
前
９
時
～
7
月

3
日
㈬
〔
７
月
３
日
㈬
ま
で
に
申
込
デ
ー

タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限
り
受
付
〕

○
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込

　

平
成
25
年
６
月
24
日
㈪
～
６
月
28
日
㈮

　
〔
６
月
28
日
㈮
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
〕

〔
第
１
次
試
験
〕

○
試
験
日　

平
成
25
年
９
月
８
日
㈰

○�

試
験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄
す

る
試
験
地
は
、
鳥
取
市
、
松
江
市
、
岡
山

市
、
広
島
市
、
山
口
市

○�

試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
、適
性
試
験
、

作
文
試
験

〔
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
〕

○
平
成
25
年
10
月
10
日
㈭

〔
第
２
次
試
験
〕

○�

試
験
日　

平
成
25
年
10
月
17
日
㈭
か
ら
10

月
25
日
㈮
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

○�

試
験
地　

第
1
次
試
験
合
格
通
知
と
あ
わ

せ
て
通
知

○
試
験
種
目　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

〔
最
終
合
格
発
表
日
〕

　

平
成
25
年
11
月
19
日
㈫

〔�

受
験
申
込
書
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請�

求
、
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

○
広
島
国
税
局　

総
務
部　

人
事
第
二
課

　

試
験
研
修
係

　

�

〒
７
３
０

－

８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

－

30

�

☎
０
８
２

－

２
２
１

－

９
２
１
１

�

（
内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５
）

○
岡
山
西
税
務
署　

総
務
課

　

〒
７
０
０

－

０
０
１
３

　

岡
山
市
北
区
伊
福
町
４

－

５

－

38

�

☎
０
８
６

－

２
５
４

－

３
４
１
１

（�

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
「
2
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
受
験
申
込
書
、
受
験
案
内
及
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
町
税
務
課
及
び
教
育
委
員

会
へ
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〕

　

国
税
庁　

http://w
w
w
.nta.go.jp



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳
便

岩
戸　

昌
紀
ち
ゃ
ん
（
西
）

い
わ
と　

ま
さ
き

元気に育ってね

平成24年７月３日生まれ

池
上　

蓮
斗
ち
ゃ
ん
（
黒
土
）

い
け
が
み　

れ
ん
と

お兄ちゃんに負けず、
元気にスクスクと成長してね

平成24年７月２日生まれ

赤
木　

彩
葉
ち
ゃ
ん
（
粟
井
谷
）

あ
か
ぎ　

い
ろ
は

平成24年７月10日生まれ

たくさん笑って、
元気にすくすく大きくなあれ★

藤
本　

康
太
ち
ゃ
ん
（
竹
部
）

ふ
じ
も
と　

こ
う
た

平成24年７月３日生まれ

おにいちゃんやおねえちゃんと
仲良く元気に大きくなってね。

武
内　

幸
誠
ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

た
け
う
ち　

こ
う
せ
い

お兄ちゃんと仲良く元気に
大きくなぁ～れ☆

平成24年７月14日生まれ

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部・小
学
生
》�

河
田　
和
枝
選
（
投
句
者
45
名
）

「
三
光
」

　
人
　
あ
り
が
と
う
家
族
を
守
る
お
父
さ
ん�

山
本
　
朱
音

　
地
　
守
っ
て
ね
じ
て
ん
し
ゃ
の
る
と
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト�

藤
原
　
ゆ
な

　
天
　
温
暖
化
ぼ
く
ら
が
守
る
地
球
で
す�

香
川
　
景
津

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部・中
学
生
》�

河
田　
和
枝
選
（
投
句
者
111
名
）

「
三
光
」

　
人
　
政
治
家
は
自
分
の
た
て
ま
え
守
る
だ
け�

難
波
　
和
希

　
地
　
助
け
よ
う
見
て
る
だ
け
な
ら
い
じ
め
っ
子�

込
山
　
　
遥

　
天
　
守
ろ
う
よ
地
球
の
難
題
温
暖
化�

菅
野
　
水
紀

《
一
般
の
部
》�

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
32
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
老
い
た
れ
ど
守
る
家
あ
り
畑
が
あ
り�

中
山
　
文
恵

　
　
　
付
き
添
う
て
千
羽
鶴
折
る
母
の
守�

海
士
部
節
子

　
　
　
折
り
折
り
を
守
っ
て
く
れ
た
赤
い
糸�

草
地
　
恒
太

　
　
　
我
が
子
孫
守
っ
て
下
さ
い
千
の
風�

中
川
　
貞
子

　
　
　
げ
ん
ま
ん
と
約
束
守
る
可
愛
い
手�

小
川
美
江
子

「
三
光
」

　
人
　
家
一
軒
ま
も
る
男
の
あ
ば
ら
骨�

黒
瀬
　
嘉
子

　
地
　
掌
を
合
わ
す
老
母
を
看
守
る
鶴
千
羽�

宮
脇
　
和
惠

　
天
　
過
疎
守
り
土
を
愛
し
た
武
骨
な
手�

山
岡
か
ず
子
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＊７月の課題は「手」、８月の課題は「雲」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成25年５月秀句　題「守る」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

暮
れ
な
ず
む
苑
の
芝
生
を
小
走
り
に
二
羽
の
雀
が
餌
あ
さ
り
い
る�

土
居
　
於
栄

先
人
の
造
り
給
ひ
し
大
原
池
万
田
の
田
の
面
を
水
張
り
満
た
す�

土
居
　
照
代

夕
闇
に
明
か
り
灯
せ
し
隣
り
家
が
線
対
称
と
な
り
水
張
り
田
に
立
つ�

難
波
　
良
子

孫
達
が
帰
る
日
に
合
わ
せ
布
団
干
す
小
さ
な
布
団
に
春
の
陽
き
ら
ら�

河
内
　
晶
子

五
月
晴
浅
き
緑
の
山
山
に
そ
よ
風
吹
き
て
木
木
は
踊
り
ぬ�

山
本
　
豊
子

ひ
し
ひ
し
と
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
の
白
き
花
初
夏
に
似
合
い
の
清
し
こ
の
花�

山
﨑
し
げ
る

雨
の
日
は
気
持
の
乗
ら
ぬ
一
人
居
の
紅
引
き
て
見
る
春
の
け
だ
る
さ�

國
只
由
紀
子

高
齢
者
の
踏
ん
張
り
い
つ
か
消
え
う
せ
て
過
疎
の
波
風
田
畑
荒
れ
ゆ
く�

中
山
　
文
恵

金一封（香典返し）　�
　　　片山　伸吾〈下加茂〉　　　　　遠部　　堅〈上野〉

カップリングパーティー参加者募集
　吉備高原鬼伝祭の日にカップリングパーティーを開催します。おいしい料理を楽しみなが
ら、新たな出逢いのひとときを過ごしてみませんか？皆さまのご参加をお待ちしています。

【日にち】８月31日（土）
【会　場】吉備高原リゾートホテル（吉備中央町吉川4860－6　きびプラザ内）

　◇対 象 者　　男性：吉備中央町在住または在勤で独身の方
　　　　　　　　女性：町内外問わず独身の方
　　　　　　　　年齢：20歳以上（学生の方はご遠慮ください）
　◇募集人員　　男女とも約20名（計40名程度）
　◇申込締切　　８月９日（金）　※申し込み多数の場合抽選となります。

　※詳細については、下記までお問い合わせください。

《お申し込み・お問い合わせ先》　定住促進課　☎（０８６７）３４－１１１６



イベント情報

主催：レインボーフェスティバル実行委員会【お問い合わせ先】協働推進課  ☎0866－54－1301フェフフフェフフフフェフェフェフ ステステステステスティバィバィバィバィバィババババババィババル実ル実ル実ル実ル実ル実ル実ル実ル実ル実ル実ル実ル実ル 行行委行 員会ェェェェ ィィィィィィススススス バババババババババババババフフフフフフフフ テテテ 委員ル実ル実ル実実ル実ル実ル実ル実ル実ル実ル実実 員会実実実実実実実実実実行行行行行行行行行委 会ルルルルルルルルルルルルル 【お問い合わせおお問 せい合合わわ問 先先先】】協働働働働働働働働働推進推進推進推進推進推進推推進推進課課課課課課課協働協働協協働働働働働働働働働働働働 進進進進進進進課課課課課課課課推推推推推推推推 ☎☎0866 54 1301608 56 1304

■日　時　平成25年７月20日（土）
　　　　　午後４時～午後10時
■会　場　ロマン高原かよう総合会館前駐車場

おいしいバザーがズ
ラリ！

迫力の倉敷天領太鼓
ステージ！！

夜空がキラリ！　打
上花火！

ご家族お揃いでお越
しください！

場　所　ロマン高原かよう総合会館

入場料　一　　般　前売 1,500円（当日 1,700円）
　　　　高校生以下　前売 1,000円（当日 1,200円）
主　催　吉備中央町、吉備中央町教育委員会、岡山県、
　　　　㈶自治総合センター

チケット販売中！!

【お問い合わせ先】
　　ロマン高原かよう総合会館　☎０８６６－５４－１３０１
　　（会館定休日／毎週月曜日、第３日曜日、祝日） ※この公演の入場料は、宝くじの

　助成により特別料金になっています。

宝くじ文化公演

フォト
トピックス
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
写
真
は
豊
野
に
あ
る
主
基

田
で
行
わ
れ
た
、
お
田
植
え
ま
つ
り

の
様
子
で
す
。

　

機
械
化
の
進
ん
だ
現
在
、
一
本
一

本
丁
寧
に
手
で
植
え
る
昔
な
が
ら
の

方
法
は
、参
加
し
た
児
童
た
ち
に
と
っ

て
も
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
秋
に
は
同
会
場
で
か
か
し
祭
り
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
編
集
後
記
】

▼
広
報
担
当
と
な
っ
て
３
ヶ
月
、
取
材

で
出
か
け
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
庁
舎
内
で
事
務
を
行
う
こ

と
が
多
か
っ
た
た
め
、
季
節
の
移
ろ
い

を
な
か
な
か
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。　

　
今
年
は
、
町
内
に
あ
る
桜
の
撮
影
で

春
の
訪
れ
を
、
山
が
緑
に
色
づ
き
は
じ

め
る
初
夏
の
訪
れ
な
ど
、
日
に
日
に
変

わ
り
ゆ
く
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
わ
が
町
の
四
季
の
移
ろ

い
や
季
節
毎
に
行
わ
れ
る
地
域
の
伝
統

文
化
を
し
っ
か
り
肌
で
感
じ
な
が
ら
取

材
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

石
井

　吉備の里ふるさとまつり開催
　社会福祉法人吉備の里（上野）主催による「吉備の里ふるさとまつり」が６
月２日開催されました。
　このイベントは、地域の団体・事業所、吉備高原学園高等学校をはじめ川崎
医療福祉大学など学生ボランティアの協力により開催されています。
　開会式では、第１回のイベントから参加、協力されてきた上野ヤロー会（代
表：元

もと
山
やま

佳
けい

慈
じ

さん）へ感謝状が贈られ、

　伝統のお田植え祭り
　5月21日、豊野の主

す
基
き

田
でん

で、伝統のお田植え祭り（ふれあい農業体験）が
主基田保存会・伝統文化伝承保存会の主催で開催されました。
　主基田は、平安時代から天皇が即位されたときに行われる大

だい
嘗
じょう

祭
さい

に献上す
る米を栽培したとされる丸い水田で、こ
の伝統を後世に伝えようと、毎年田植え
と稲刈りの祭りを行っています。
　当日は、豊野小学校５年生の児童と保護者が参加。はじめに同会会長の森

もり

恭
きょう

一
いち

さんから主基田についての説明が行われました。
　その後、児童と保護者たちが素足で水田に入ると、慣れない手つきで一生
懸命苗を植えていました。

　豊岡川愛護会と園児との交流会
　５月28日、豊岡川愛護会と町内幼稚園の年長園児との交流会が開催されました。
　この交流会は、毎年豊岡川愛護会が町内幼稚園の年長園児を招いてシジミ採りを行っているもので、今年は雨
のため豊岡いきいきプラザで交流会が開かれました。
　当日は、会員が準備した笹の葉で笹舟を作って水に浮かべたり、一緒に竹トンボを飛ばして交流を深めまし 
た。
　最後に準備されたシジミが配られると、園児たちは歓声をあげ
ていました。

吉備高原小学校高学年児童の鼓笛隊演奏でにぎやかにスタートしました。
　会場内ではバトントワリングやチアリーディングショーや長縄跳び大会
などが行われ、来場者を楽しませていました。
　その他にも竹筒を使った竹パンづくりなどの体験コーナーや模擬店・バ
ザーの出店が多数あり、施設利用者とその家族、地域の方々が交流を深め
ていました。


